
 

令和５年産米 検査結果 （10 月 26 日現在）  
上段 検査数量（単位：60kg） / 下段 等級比率 

品種名 等級 上越地区 頸北・わかば地区 頸南地区 合計 

コシヒカリ 

1 等 
6,028.5 

5.3% 

2,805.0 

3.2% 

7,669.5 

19.1% 出荷数量計 

241,880.4 

 

出荷契約比 

90.7％ 

2 等 
93,504.6 

82.8％ 

53,986.9 

60.8％ 

30,696.6 

76.5％ 

3 等及び

規格外 

13,369.8 

11.9％ 

32,047.5 

36.0％ 

1,772.0 

4.4％ 

こしいぶき 

1 等 
2,535.0 

5.7% 

2,458.0 

8.8% 

470.5 

6.2% 
出荷数量計 

79,709.8 

出荷契約比 

93.9％ 
2 等 

40,410.0 

91.2％ 

24,670.8 

88.8％ 

7,085.5 

93.4％ 

みずほの輝き 

1 等 
1,854.5 

5.1% 

1,188.5 

4.9% 

777.5 

9.5% 
出荷数量計 

69,048.0. 

出荷契約比 

83.5％ 
2 等 

34,194.1 

93.6％ 

22,341.0 

91.7％ 

7,364.9 

90.5％ 

新之助 1 等 
11,355.0 

95.3％ 

10,327.5 

98.4％ 

1,556.0 

100％ 

出荷数量計 

23,958.5 

出荷契約比 

100.4％ 

品質の概況 

＜うるち米＞ 

 コシヒカリ ： 全体的に白濁（背白・心白・基部未熟）した粒が多く品質低下が見られた。 

カメムシ被害は少ないが、濃い茶色の着色粒が多く見られた。 

 こしいぶき ： 背白・基部未熟粒が多く品質低下が見られた。 

 つきあかり ： 心白粒及び背白・腹白粒が多く品質低下が見られた。 

            また、青未熟粒も見られた。 

 みずほの輝き ： 背白等未熟粒と着色粒による品質低下が見られた。 

           痩せた（細い）粒が多く散見され、濃い茶色の着色粒も多く見られた。 

 新之助 ： 平年並み 

＜酒造好適米（酒米）＞ 

主な格下げ要因は、基部・背白・腹白の未熟粒の混入が多く、心白の発現も平年より劣っていた。 

また、胴割粒（砕粒含む）も多く見られた。 

＜もち米＞ 

品質は平年よりやや劣り、全体的に痩せた（細い）粒や淡い茶色の未熟粒が見られた。 

カメムシ被害は少なかった。 

 

   米の仮渡金情報 
今年の品質低下に伴い、生産者様の所得確保のため
仮渡金の改定を行います。 
 コシヒカリ  1 等 14,200 円 

     〃    2 等 13,600 円 
 こしいぶき  1 等 11,900 円 
 みずほの輝き 1 等 12,100 円 
詳細は農家組合配布文書をご覧ください。 

ＪＡえちご上越担い手通信 
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 Z-GIS とは、農地地図管理システムであり、圃

場地図と営農情報を結びつけるシステムです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋作業ご苦労様でした。 

今年の稲作は生育期の高温により品質・収量 

に影響が出ました。次年度に向け対策を検討して 

いますのでご理解をお願いします。 

農業税務研修会の開催について    
税制改正の内容や決算処理など必要となる税務関係の知識を深め、担い手の経営改善に資する

ため研修会を開催します。 

●日 時   12月 7日（木） 午後 1時 30分～3時 30分 

●会 場   上越支店  2階 大会議室 

●対象者   新規就農者・認定農業者・青色申告者・生産組織会計担当者 

●定 員   ８０名程度    ●参加費  無料 

●講 師   税理士  鬼山 𠮷春 様  

●内 容   税制改正について・決算の留意事項について 他 

                     

●お申込方法  11月 24日（金）までに下記までご連絡ください。 

担い手農家・法人研修会について 
生産者の減少・高齢化を背景に担い手農家・法人においては規模拡大が進む中、大規模経営の

発展には多くの圃場をいかに効率的に管理するかが重要となっています。今後の経営発展に資す

る研修会を全農新潟県本部主催で開催します。 

●開催日時  11月 30 日（木） 午後 1時 15分 ～ 3時 45分  （当日は 12時より開場） 

●会 場   ハイブ長岡  大展示ホール （長岡市千秋 3丁目 315-11） 

●各自ご参加ください。      ●参加無料 

【研修内容】 

・昨今の農業情勢およびザルビオ概要説明 

・講演「ザルビオを活用した生産性の高いスマート農業」 

【株式会社 ヤマザキライス 代表取締役 山﨑能央 様】 

 ●会場にはザルビオ連携農機を展示します。また、肥料農薬の展示ブースも設置します。 

担い手通信（タックス）発行元・お問い合わせ先 

ＪＡえちご上越 営農部 農業対策課（経営サポート） 
   ＴＥＬ ０２５－５２７－２０３５ 
   ＦＡＸ ０２５－５２７－２０１９ 
   Ｅメール ｊ.ｎｏｕｇｙｏｓｕｐｐｏｒｔ@ｊａ-ｅｊ.ｃｏｍ 
   ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ httpｓ://www.ja-echigojoetsu.or.jp/ 

ザルビオとは 

圃場におけるあらゆる情報

を解析し、最適な情報を提

供するシステム 

ほ場の地図を色分けしてパ

ソコンやスマートフォンで分かり

やすく表示されます。作業前に

圃場の位置を確認できスムー

ズに作業が行えます。 

 

Z-GIS のご紹介 


